
 

 

 

 

 

 

《大縄記録会を開催しました》 

  1 月 22 日（月）～29 日（金）の期間に,大縄記録会を開催しました。今年は新型コロナウ

イルス感染症対策をとり，各学年で実施時期を分散して行いました。 

各学級では,休み時間や体育の時間などで練習に取り組みました。励まし合いやみんなで

協力する大切さを目標にするなど，各学級の仲間づくりの取り組みにとなりました。 

 

 

 

 
 
 
 
 
《３年生：お茶のお話会で鈴鹿茶のことを学びました》                    
       鈴鹿市お茶インストラクターさんから，お茶の歴史や鈴鹿市で 
      作られる量，お茶の種類や効能，お茶の入れ方を教えていただき 

ました。 
 子どもたちは急須を持ち「入れては戻し，入れては戻し。」と 
言いながら，お湯のみにお茶を少しずつ注いでいました。 

 

         【２月と年度末の予定】 

■ 卒業式について 
３月１９日(金)に卒業式を行います。 
昨年度同様，今年度も新型コロナ感染症拡大防

止の観点から，次のように行いますのでご理解の
程よろしくお願いいたします。なお，式の詳細に
ついては，後日，６年生の保護者の皆様にお知ら
せいたします。  
式の参加者は，卒業生，保護者(２名以内)，教

育委員会，PTA 会長，教職員とします。 
1～5 年生は，この日自宅学習になります｡尚 

５年生は，前日にリハーサルの様子をクロムブッ
クによりライブ中継にて，各教室で視聴します。 

■ 6年生を送る会について 
２月２４日（水）に卒業生を送る会を行いま

す。例年，全校児童が体育館に入って行っていま
したが，今年度は，体育館の６年生の前で，１～
５年生の各学年が入れ替わりながら，お別れの発
表を行う形をとります。発表内容などは，後日各
学年通信でお知らせします。 

2/１(月） 7 限 クラブ活動 

2（火） 4 年大楠学習 スマイル班活動 

3（水） 新入児 入学説明会 

5（金） 定時退校日 

9（火） スマイル班活動 

10（水） 定時退校日 

11（木） 建国記念の日 

12（金） 大木中校区登校指導 

6 年携帯電話の使い方学習会 

15（月） 7 限 委員会活動 

16（火） スマイル班活動 

17（水） みまもりたい一斉活動（14：30） 

19 (金) 学校運営協議会（16：00～） 

23 (火) 天皇誕生日 

24（水） 2・3 限 6 年生を送る会 

25（木） 6 年大木中の出前授業 

3/19（金） 卒業式 

3/23（火） 給食終了 

3/25（木） 修了式・離任式 

鈴鹿市立長太小学校だより                     R３.１.２９ 

お お く す 
校長 藤本 尚 
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《スマホ・携帯電話・オンラインゲームについて考えてみましょう》   
「ジョブズとゲイツが我が子のテクノロジー使用を厳しく制限した理由」 

 2017 年の記事です。（出典：NewsPicks 2017） 

マイクロソフト社のビルゲイツと妻メリンダは，わが子がテクノロジーに触れる機会を厳し

く制限していたという。携帯電話は１４歳になるまで持たせず，夕食のときは取り上げていた

とゲイツは説明している。「時間を決め，それ以降はスクリーンを見てはいけないとすることも

多かった。ご承知のように，テクノロジーは，たとえば宿題をするときや友達と連絡をとると

きは，うまく使えばおおいに役に立つ。だが使いすぎてしまうこともある。」 

アップル社のスティーブジョブズは，アップル製品を「うちの子たちは使っていない。うち

の中では，子どもたちのテクノロジーの使用量を制限しているからね。」と答えた。 

「ニューヨーク・タイムズ」の記者ビルトンは，これらの会話からほかのテック業界の巨人

たちがわが子に対して設けている家庭内の制約を調べた。その結果，テック業界を代表する有

力者のあいだでは，驚くほど厳しい制約が当たり前のように見られることがわかった。 

伝説の創業者たちは，何をそれほど心配しているのだろうか。それは，自分の子が画面に夢

中で見入っているのを目にしたときに，あなたが感じるであろう不安と同じものだ。ネットい

じめ，不適切なコンテンツ，スクリーンを見ている時間のせいで，もっとためになる活動の時

間が減ること。さらには，デバイスがもたらす虚ろな楽しみの依存症になる危険もある。その

不安がどんどん大きくなる。 

彼らは，ガジェット（携帯用の電子機器）のはたらきや，それがもたらす害の大きさをもっ

ともよく知る立場にいる人たちである。テクノロジーの天才でない私たちよりも，彼らの方が

正しくリスクに対処している可能性は，おおいにあるだろう。 

ゲイツ家やジョブズ家，そのほかのテック系著名人たちの賢明さに共感し，彼らを見習いた

いというなら，次のようなルールを検討してみるといいでしょう。彼らの家庭で実施されてい

ると報じられたものです。 

・子どもが１４歳になるまで携帯電話を持たせない。 

・家族の食卓での使用を禁止する。 

・就寝時間のかなり前から，デバイス使用を禁じる時間を設定する。 

・平日については，スクリーンを見ていい時間を厳密に定める。 

・使用を認めるソーシャルメデイアサービスを慎重に検討する。 

・子どもがデバイスを寝室で使うことを禁止する。 

 

上の記事は，家族で話し合うときの参考にしていただけたら幸いです。 

2/12（金）に６年生対象で携帯電話の使い方学習会を行います。 

ご家庭でも今一度，スマホや携帯電話の使い方について話し合っていただけ

るとありがたいです。 


